
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

３月の行事予定 一人で紡
つむ

ぐ物語より 

仲間とともに紡ぐ物語の方が 

何倍も何十倍もすてきだ 
校⾧ 赤羽 広美 

 これは、私が先日観劇したお芝居の公演後の挨拶の中
で、出演者が言った言葉です。一人一人が頑張ることは
とても大事なことだけれど、みんなで力を合わせて一緒
に頑張っていくことはもっと大事なことで、何倍も何十
倍も力を発揮できるすてきなことなのだと、強く感じる
とともに、感銘を受けたのでここに書きました。 
 さて、川田谷小では、先日子供たちにアンケートを行
いました。（特別号参照）それによると、９８.４％の児
童が「学校は楽しい」と答えています。そして、「友達や
先生の話をしっかりきくことができる」と答えた子は 
９４.３％でした。話をきくことへの意識が高まってい
るのを実感します。また、３年生以上の子供たちには、
「どちらの座席がいいですか」の質問にも答えてもらっ
ています。そのうち「グループの座席がいい」と答えた
児童は７６.４％、「どちらでもよい」は１３％、「前向き
の座席がいい」は１０.６％でした。 

グループの座席がいいと思う理由には、 
・一人だとわからないことがあったら尋ねることができるから 
・いろいろ協力して勉強ができるから 
・前向きの時よりも友達に相談しやすく、授業の内容が前より

もわかるようになったから 
・グループの座席はわからないことをすぐに友達に尋ねること

ができるから 
・授業での話し合いが増えたことで、こんな考えを持っている

んだ、こんなところがあるんだと相手について新しく知るこ
とも多くありました。みんなとたくさん会話をすることがで
き、いつも本当に楽しいから。 

自由記述でしたが、９４人の子供たちの思いがここには
書かれていました。 

今年度から、川田谷小では『学びの共同体』の取組を
進めています。これは、子供たち同士がきき合い、支え
合い、学び合うことに主眼をおいた学習です。この取り
組みを進めてから、本当に子供たちは話をよくきくよう
になりました。問題に楽しんで取り組むようになりまし
た。優しい雰囲気でお互いを認め合えるようになってき
ました。そして、子供たちだけではなく、先生方も変わ
ってきています。 

一人でもできるかもしれないけれど、仲間とともに一
緒に力を合わせれば、もっともっと素晴らしいことがで
きる。そう信じて、これからも川田谷小は変わり続けて
いきたいと思っています。 

 
 

来年度の年間行事予定を、 

３月１日に川田谷小学校Ｈ

Ｐに掲載する予定です。 


